
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  鈴張･･４５名　星が丘･･７０名　譲羽･･２６名　学区外･･２名
期　　日 テ　ー　マ

食中毒予防について
　講師：管理栄養士
　　　　宮本静香氏

熱中症について 　伊井さんに読み札を読んでいただき学年ごとに
　講師：看護師 分かれてチームで取り合いました。今回お手伝い
　　　　吉山ひろ子氏 くださった田中さんには１年生を教えていただき
介護保険制度について ました。
　講師：清和・日浦地域

　　　包括支援センター長

　　　　斎藤　清氏

レクリエーションの日
　講師：福祉レク・イン

　　　ストラクター
　　　  雪田初美氏

食生活や食習慣を
　　　　　　見直そう
　講師：管理栄養士

　　　　新川淳子氏

　５月８日(火） 　５月１２日(土） 　５月２２日(火）

　１カ月遅れでお釈迦様の 　お家の人と一緒にカルタや 　森城の公園までがんばって
お誕生を祝い、ぞうのポー フリスビーを作ったり、粘土 歩きました。
シャくんとパレードをしま 遊びをしたり、楽しい時間を 　外で食べるお弁当は特別
した。 過ごしました。 美味しかったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ハイキング】（2～5歳児）

　１年生が児童館で初めて一輪車の乗り方
を習いました。

【花まつり】(全児） 【保育参観】(全児）

のご指導を受けながら、今年も貴重

ーの橋本理恵栄養士から給食

て話を聞きました。センター

第４回

11月29日(木)

３月21日(木)

【平成２４年度地域別児童数(５月１日現在　１４３名）】　５月１６日(水)広島市文化交流会館において、　　平成２４年度の日程、テーマが決まりました。

第１回

楽しく学習に取り組んでいま
した。

が、可部地区学校給食センタ

　５月２５日(金)第１回の配食
事業を行い、ひとりぐらし高齢
者の皆さんにお届けしました。

【一輪車教室】(参加者１年生７名）　　　【百人一首教室】(参加者25名）

　・講演（個人情報の取り扱い）
　この大会の式典で、鈴張地区民児委員の園山
誠氏(勤続10年)、遠藤篤子氏(勤続９年)が永年

６月21日(木)

　大会の主な内容

　・議事（大会決議文、活動強化方策の採択）

第６１回広島市民生委員児童委員大会（広島市、
広島市民児協主催）が開催されました。

皆様の参加をお待ちしています。

　・物故民生委員児童委員追悼会
　・式典（永年勤続民児委員の表彰など）

  ５月９日（水）に５年生２２名が
夏本猛様の田んぼで田植えをしまし
た。苗の植え方を習い、田植えが終

で使われている大きなしゃも
じも実際に使わせてもらい、

　５月９日(水)１年生２４名

や給食センターの仕事につい

わる頃には｢もっと、やりたい｣とい

な体験学習をさせていただきました。

う声が子どもたちから聞かれるよう
になりました。たくさんの地域の方

ありがとうございました。

第２回 ８月30日(木)
勤続民児委員として表彰されました。

　社会福祉法人あさ「みくに」

第３回

協力事業者
　広島市清和・日浦地域包括支援センター

この事業を支えてくださってい
の配食事業を計画していますが、
　鈴張社協では、今年度も６回

員・児童委員”の皆さんです。
すずらん”の皆さんと“民生委
るのは“ボランティアグループ

 

 5月は休みました。 
  

 

 

 

実施日/5月25日(金) 

参加者/8名 

  ・牛乳ﾊﾟｯｸを使って 

   ヘンな箱づくり 

  ・頭の体操 

 

 

 5月は休みました。 
 
   
  
  

 
実施日/5月22日(火) 
参加者/7名 
 ・アームバンドづくり 
  ・頭の体操 
   

 ５月の行事実施状況 

  小学校 ・ 児童館 ・ 保育園だより 

◇ ふれあい“いきいきサロン” 

１４区いきいきサロン 西上いきいきサロン 

 ★ 小学校   ～ 給食出前授業 (１年生） ～ 

竹の子会いきいきサロン 

 

実施日/5月24日(木) 

参加者/11名 

 ･身体の体操 

  ・頭の体操 

 ･ゲーム  ★ 保育園  ～  花まつり ・ 保育参観 ･ ハイキング  ～ 

鈴張お楽しみサロン 

上郷いきいきサロン 

 
 5月は休みました。 
   

 
 
 

７ 区いきいきサロン 

 ★ 児童館   ～ 一輪車教室 (5/15 火）・百人一首教室 （5/24 木） ～ 

 ★ 小学校   ～ 田植え （５年生） ～ 
                                             平成24年6月１日 
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★謹んで哀

◇ 平成２４年度 健康・介護予防教室 

☆ 愛 

◇  平成２４年度 第１回配食事業 

 

 
             里 親 制 度 
 

   子どもは、親の温かい愛情のもとで家庭生活を経 
  験しつつ育っていくことが最も望ましいのですが、私 
  達の身近には親の病気や虐待など、様々な事情に 
  より家庭で生活することができない子どもがいます。 
   こうした子どもを温かい愛情と正しい理解のある 
  家庭環境のもとで養育してくださる方を「里親」とい 
  います。里親になるためには一定の条件を満たすこ 

 とが必要ですが、「子どもへの豊かな愛情を持ってい 

  ● 福祉の窓 

 すずらん弁当「角ずし」 １８年目を迎えた“すずらん”

◇広島市民生委員児童委員大会 


